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【足立区地域自立支援協議会はたらく部会】会議概要 

会 議 名 令和年元年度 第３回 【足立区地域自立支援協議会はたらく部会】 

事 務 局   福祉部 障がい福祉センター 

開催年月日 令和元年１０月８日（火） 

開 催 時 間 午後３時００分 ～ 午後５時００分 

開 催 場 所 障がい福祉センター 研修室２ 

出 席 者 
橋本部会長、岡本委員、山口委員、江連委員、朝倉委員、杉岡委員、江連

所長 

欠 席 者 酒井委員、金泉委員、川俣委員、松村委員、木村委員、髙橋委員 

会 議 次 第 
１ 開  会 

障がい福祉センター所長挨拶 

 

２ 議  事 

（１）部会長挨拶 

（２）協議 

・ はたらく部会における意見表明の整理（第 1回検討振り返り） 

・ 企業や勤労者の好事例の継続的な集積と表彰等の仕組みの検討 

・ 部会の今後の方向性について 

 

３ 事務連絡 

（１）今後の開催日程について  

第４回 １１月２１日（木） 

※ 時 間 ：午後３時～５時 場所：障がい福祉センター 

（２）その他 

資 料 

次第 

資料１ 第 1回の検討事項を踏まえたさらなる検討について 

資料２ 東京都の動向及び企業表彰等の実践例 

① 都民の就労を応援する条例（仮称）の基本的な考え方 

② エクセレントカンパニー取組事例集 

③ 全重協障害者活躍企業の認証 

資料３ 区の動向 「元気な職場づくり応援事業」 

 

そ の 他 
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（協議経過） 

〇橋本部会長 改めまして部会長の橋本で

す。よろしくお願いします。時間になりま

したので、進めさせて頂きます。年度３回

目の部会ということで、第 1回目は、企業

に対しての支援ですとか、良い企業という

ことを話させていただきました、その時の

議論も今日は思い出しながら進めていけれ

ばいいなと思っています。第２回目は、余

暇活動について、様々なご意見を前回いた

だきました。次回には、そうしたことを具

体的にどう取り組みたいかもやっていきた

いと思います。 

そのような流れで行ってきたいのです

が、まずは資料１を見ていただきまして、

第 1回は７月２３日に部会がありまして、

障がいのある方が働くにあたって、よい企

業、はたらき方、支援についてを、福祉、

教育、生活、ご家族の視点からご意見をい

ただき、その内容を資料にまとめたものに

なっています３つにカテゴライズできます

ので、その人らしい働き方の実現について

のキーワードがこのようになっておりま

す。 

１つ目は、多様な働き方、例えば長時間

の勤務を希望する方もいれば、短時間、今

は超短時間労働というのもありまして、テ

レワーク働き方改革の中でテレワークの推

進もありますが、また、そうした就労につ

いて、身体障がいの方なんかで言うと、実

際就労した時にヘルパーとか使えないとこ

ともありまして、本人の希望に沿った職場

開拓では、かなり地域ごとに希望の職種も

様々ですので、私たち支援機関が入る場合

も、本人の特性を生かして細かな調整をし

ていくことが必要だろうと感じています。   

それをキーワードで当てていくと「ディ

ーセントワーク」であったり「ワークライ

フバランス」であったり「ダイバーシティ

ー」であったりで共有できると思います。   

２つ目は働くことで得られる価値の獲得

ということで、生活のための働くこともあ

りますが、その人の自己実現であったりで

すとか、誰かに必要にされるということで

あったり、キャリアアップができていると

いうことも、皆さんの視点には入っていた

と思います。承認であったり、成長欲求の

実現であったりもあり、自己肯定感だった

りが大切とのご意見がありました。 

３つ目が共に理解しあえる環境というこ

とです。企業全体の理解浸透ということで

す。ご家族の方からも、障がいについて理

解がされないまま働いていて、それによっ

てトラブルが発生するとか、企業の担当者

は理解するのですけれども、全体に浸透し

ていないことで格差が出てしまう、という

話もありました。 

次に自分のことを伝えるための創意工夫

ですとか、今、ＳＰＩＳですとか、障がい

のことを伝えるためのツールができている

のですけれども、この部分の創意工夫が重

要という話もありました。最後に相談でき

る環境づくりですけれども、職場でもそう

ですし、地域の中でも相談ができる場があ

ればというところから、拠点作り等環境づ

くりが必要であろうとの話がありました。

キーワードでいうと、「インクルージョ

ン」でしたり、「共生」というところが、

よい働き方をキュッとまとめたキーワード

となります。補足等とか質問、思い出した

らこれもあったのではないかとのご意見は

ありますか。少ない人数ですので自由にど

うぞ。 

次に、（２）の良い企業っていうところ

になるのですけれども、障がい者雇用の進

め方について、人事と現場との乖離がない
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こと、人事を通じて話していても現場が聞

いていない、などのリアルな話もありまし

て、こういうことがなく話が進んでいくの

が、良い企業です、というご意見もありま

した。次に最近流行っている、雇用ビジネ

スやエージェント任せにしていない、自社

の取り組みとして推奨しているという話も

ありました。雇用ビジネスをよく聞く、広

がっているようには感じていますけれども

学校さんですとかいかがでしょうか。 

〇朝倉委員 今日からその実習してきまし

た。 

〇橋本部会長 良い企業というところでは

どうですかね。 

〇朝倉委員 どんなものなのかというとこ

ろで、生徒が行きたいということで行って

きました。 

〇橋本部会長 自社の取り組みとの乖離と

いう点で、雇用ビジネスには疑問視する声

もありましたが、職種として選んでいく

と、その職種そのものが合っていると、そ

ういう希望もあるでしょうし、賛否あるか

なと思います。 

次に、求職者の実情に合わせた柔軟な対

応ということがあって、実習をしている中

でアレンジしたり、企業の中でもいろんな

仕事があるのではないかということで、実

情に合わせて柔軟に対応してくれている文

化というか、そういうものを持ち合わせて

いる企業は良い企業という意見もあったよ

うに思います。 

２つ目ですが、ワークライフバランスの

認定を受けているですとか、社員が明るく

笑顔で第一印象がよいとか、障がい者雇用

の担当者自らがキャリアップの意識を持っ

て熱心に取り組んでいる、やらされている

のでなくて、自ら進んで取り組んでいるこ

とですとか、障がいのある方がステップア

ップできることとか、昇給であったり異動

であったりそういうことに取り組めている

のは良い会社とのご意見がありました。３

つ目は合理的配慮ですね、就労者に合わせ

て職場のカスタマイズの決断ができる、例

えば机の配置等、就労者に合わせる姿勢や

柔軟性があるというところ、との意見も挙

がっていました。補足ですとか質問はあり

ますか。 

〇山口委員 合理的配慮についてなんです

けれども、個人的な私見にはなるのです

が、職場訪問に行った時に、身体的な特性

に合わせた合理的配慮は大丈夫なのです

が、一方で見えにくい知的障がい者に対す

る合理的配慮が、職場の近くにいる方に見

えていない部分があるので、我々生活支援

をしている側から言うと、障がいのある方

一人一人の特性を見やすくしていくってこ

とをしないといけないかな、ということを

感じています。 

我々自身のスキルアップが必要だと感じ

ていますが、我々支援者が、その方がこう

いう特性を持っているので、こういう対応

をお願いします、と伝えていくこと。自閉

症の重度の方がいて、注意をされてしまう

と固まってしまうというのは、初めて対応

する会社の方には大変だと思いますので、

こういう対応がよいです、と具体的に明示

していくことが大切と思います。 

〇橋本部会長 障がい種別に合わせた合理

的な配慮ということで、知的障がいとか自

閉症の方とか理解されにくい、見えにくい

障がいの方への合理的な配慮についての事

例はありますか。 

〇杉岡委員 まさに課題になっていまして

聴覚に関しては聞こえないことに関する理

解はされやすいのですけれども、手話通訳

はしてくれるですとか、タブレットで補っ
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てくれたりなのですが、聴覚障がいがある

から、その元には、彼らの言葉の成長や、

実はコミュニケーションに課題があるとい

うことが理解されにくい。聞こえないこと

で、学習が進まなくて、知的障がいと聴覚

障がいを合わせている訳ではないのだけれ

ども、実はそういう状況への対応は必要と

いうことに、苦労しているところです。 

表面的にということではないのですけれ

ども、コミュニケーション取れるというと

ころまでは行けるのですけれども、本当の

意味で理解するとか至っていかない。感覚

的に、あれ分かっていない、というのは、

知的障がいの方でも似ているのですけれど

も、聴覚障がいの場合も起こるので、その

あたりもキーワードになってくるのです

ね。 

〇山口委員 知的も ＩＱ ５０位、愛の手

帳３度位になってくると積み重ねでは難し

くなってくる層がいます。例えば「以前も

言ったよね。以前も約束したよね。」と企

業側としては何回も言っているから、「習

得していない、分からないといけないこと

なのだよ」と言うのですけれども、我々、

学習障がいですとか、何度言っても、そこ

が繋がらない場合もありますよ、というこ

とを、企業に伝えるために、私たちも利用

者さんに、毎日、今日やるべき事というこ

とを、絵を使ってロッカーに貼る等、工夫

して伝えている等言っていく、事例として

は、取り組みましたね。いろいろできるよ

うになるのに１年か２年間位かかったとい

うことも。ことばではわかっているのです

よね。「わかりました」と返事があって

も、まだわかっていないってこともありま

す、とそういうことを言い続けていくって

ことを知ってもらうように、我々もツール

を使って企業に示した、というケースはあ

ります。 

〇橋本部会長 障がいの理解という所にな

りますかね。他いかがでしょう。 

〇事務局 事務局からです。見えにくい障

がいというところでは、今日は精神の分野

の方がご欠席ですが、前回までの議論の中

でも、共感されている、理解されているこ

とを本人が感じ取っていることが強調され

ていました。障がいの特性への配慮や対応

ではなくて、障がいを抱えて生きていると

ころで、兼業を抱えている位の苦しさがあ

ることについて、理解されている感じが持

てる、ということがキーワードだったと、

松村委員が話されていたように思います。 

〇橋本部会長 自分たちが思っている理解

と障がいの当事者から見た時の理解の差が

あったりもしますしね。そこを埋めるため

に工夫されている企業さんの例はあります

か。 

受け入れ前の研修をするとか。 

〇朝倉委員 研修は頼まれることがありま

す。 

〇橋本部会長 内容はどのような。 

〇朝倉委員 ２度ほど、企業にそういう事

例もありました。受け入れる前よりか、受

け入れる途中ですね。知的障がいに対する

一般的な話から、後半はその方はそういう

方なのでこのようにお願いします、という

形での研修は２度ほど。これは企業の方か

ら話がありました。 

〇橋本部会長 結果的には。 

〇朝倉委員 その方たちは、そんなにトラ

ブル が大きくありそうなタイプの方ではな

いので、その後にその研修が、どれくらい

効果や影響があったかってことは分からな

い部分もあります。が、一般の社員さんは

どういう意識で出ていたのかなとか、会社

の命令だから来ているのか、理解しようと
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思って出ていたのかはわかりませんが、そ

ういう会社はありましたね。 

〇橋本部会長 そこの部分も良い企業と

は、というところの合理的配慮に入ること

になりますね。 

〇杉岡委員 うちの学校では、入社前に学

生本人が、聴覚障がいの説明の講師になる

事例があります。そのために教材を準備

し、自分の障がいを理解してそれを会社の

方に伝えるというのをやるのですけれど、

それはその生徒にとってはステップアップ

になる。 

〇橋本部会長 当事者の方が講師役となる

という事例ですね。 

〇杉岡委員 ２社ほど同じような形で生徒

が、話していますね。 

〇橋本部会長 効果としては、いかがでし

ょう。 

〇杉岡委員 その場に行って私が把握して

いるわけではないですけれども、教材を作

るときの様子を見ていると、最初は自分の

ことしかわかっていないのが、本当に教員

が使うような教材を自分で作っていく中

で、相当ステップアップしています。本人

自身が理解すると、どんな支援が必要か本

当にわかってくるので。 

〇橋本部会長 はい、ありがとうございま

す。 

それを踏まえて３つ目の良い支援とはと

いう部分です。本人・家族の視点、企業支

援の視点、連携の視点です。本人家族の視

点では、寄り添って支援できているですと

か、就労後のフォローアップができる、信

頼関係が構築できる、障がいが理解でき

る、通勤支援ができるとのお話がありまし

た。 

２つ目の起業支援の視点では、企業に必

要な生きた情報、好事例、今のような研修

をしましたですとか、それによって理解が

進みました、といった好事例を提供でき

る、仕事の切り出しを提案できること。こ

れがこれから課題になると、文献を調べて

みたのですけれども、切り出し行うために

は、職場のアセスメントができ、言語化で

きる私たちのスキルが必要となります。企

業担当者との信頼関係、あくまでも上下関

係でなくて、パートナーシップが構築でき

るという視点のお話があったと思います。   

３つ目が連携の視点、関係機関との連携

というようなお話があったのですけれど

も、本人、関係機関、企業の連携のバラン

スを整えることができる。依存的になり過

ぎず、それぞれが自立している関係です

ね。それが継続できる体制が構築できると

の話があったのですけれども、プラスがあ

れば、こんなこともあるのではないか、と

いうお話があればよろしくお願いします。 

この前、厚生労働省の平成３０年度の雇

用について結果報告が出ていまして、１５

年連続で雇用率が上がっていて、雇用率と

しては伸びているけれども、中小企業が課

題になっているというところがありまし

て、内訳を見ていると１、０００人以上の

企業は２．２５％と上がっているのですけ

れども、５００人から１，０００人だと

２．０％、５００人未満だと１．９０％と

企業規模が小さいと、雇用率が減っている

という現状があって、中小企業の雇用率が

今課題になっているという情報がありまし

た。 

一方で雇用が進まない業界を見てみる

と、教育業、学習支援の１．３％が一番低

い、仕事の構築が難しいのですかね、と読

み取れます。雇用達成割合が一番低い業種

は情報通信業で、今伸びている業種でもあ

ります。この率が低いところから相談が増
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えることが予想され、そこに自分たちが職

務の切り出しですとか、職務のアセスメン

トをどのようにしていくか、今後のテーマ

になるので、よく調べていく必要があると

思うのですけれども。そのあたりで事例で

すとか、ご意見ありますか。 

〇朝倉委員 情報通信業が低いのは意外で

すね。特例子会社も結構できているので。 

〇橋本部会長 大手は採用しやすいが、中

小企業で情報通信業でいうと、下請けが多

い派遣業も多いようです。 ＡＩ ですと

か、ネット関係ですとか 、ＩＴですとか含

まれています。 

中小企業応援連携事業で訪問にも行って

いるのですけれども、ＩＴ企業多いです。

業界、伸びているのですけれども、雇用率

の達成は難しいようです。 

〇杉岡委員 仕事がないのですかね。直接

開発をする人が片手間で他のこともできて

しまう。職場を見ていないのでわからない

のですが、私は教科としては、情報が専門

なので、会社を調べていくと結構こじんま

りした会社で、仕事を受託しているところ

だと、開発部隊しかいなくて、大手であれ

ば人事部門とか総務部門とかがあって、仕

事の切り出しができますけど、そういう仕

事は外に任せているからないのだよ、と言

われて。うちの生徒が問い合わせても、開

発自体ができないと、そのスキルだと無理

だと言われてしまうこともありました。 

〇橋本部会長 情報の先生だったのです

ね。他何か。 

〇事務局 聞いた話としては、ＩＴや情報

通信ですとかの業種からも、直接雇用が難

しいから、エージェントとかはないかって

ご相談が来るというお話もありますし、合

理的に考えてらっしゃる企業さんは、いく

ら出せばできるのか、との問い合わせがあ

ったとの事例も聞きます。 

一方で、情報通信業ではないのですけ

ど、プログラマーの世界で、在宅就労のセ

ミナーでお話を聞いたのですが、そこに来

ていた社長さんが、プログラマーで世界の

コンペで１位になったということ。プログ

ラマーは一人で抱え込んで、すべてこなす

のが多い業界なのだけど、今回表彰を受け

たのが「アジャイルスクラム」の方法で、

プログラム開発で、何が一番苦労するかと

いうと、どこの不具合が起きるとどこが責

任取るか、役割分担とクレーム対応にかな

り時間がかかるようで、ここをかなり細分

化して、プログラムを組んでいくと、今度

はそのチームで限りない分業ができるので

はないか、というようなことを言ってい

て、細かいタスクをきちんと落とし込んで

行けば、障がいのある方を含めた分業や在

宅就労、働き方改革に繋がっていけるの

で、世界レベルでも注目されているようで

す。今まで分業のやり方ができていない業

界でも、工夫していけば、様々な領域で

も、今までと全く違うやり方で、違う層の

雇用を開拓できる可能性も感じました。 

〇橋本部会長 ＩＴ だったり、情報通信業

の中で創意工夫をして障がい者雇用に取り

組んでいける事例ができれば、同じような

業種もありますし、いかに業種の中で広げ

ていけるのかとの話になるかと思います

が。 

青森のＡ型でＡＩに関するお仕事をして

いるところを知っている方いますか。研究

所の方と打ち合わせをしたのですけれど

も、いろんなことをＡＩが判断するため

に、「これが机です」「これがペンです」

と判断し、一つ一つ写真を見て名前をつけ

るという作業があって、例えば、ボールペ

ンという名前を知っていれば、写真を見
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て、ボールペンと理解している時点で、

「ボールペンです」と入力していくという

作業が無限にあるらしくて、それをＩＴ系

のＡＩを開発している事業所が、青森のＡ

型に依頼したという、物理的な距離はあま

り関係ありませんので、その勉強をしてい

く必要があるなと感じました。世田谷の移

行支援事業所でも取り組んでいて、障がい

特性に合った職域のプログラムとして入っ

てきているのかな、と感じはしました。 

 データーを持ち合わせていませんが、足

立区の企業は規模が３００人～５００人、

１００人～３００人といった、１．９％で

雇用率達成していない企業規模の企業が圧

倒的に多いと思うので、そうした企業に合

わせた提案や関係づくりを目指して、ター

ゲットとしては職種別、業種別に言うと、

どういうところか分析する価値はあるかな

と思います。 

〇江連委員 足立区としても、企業として

の人数割のところが出ているデーターを出

していて、今日は、資料としては持ち合わ

せていないのですが、中小企業の所管とも

連絡とったのですが、数としては、数人規

模の家族経営の企業が多いということで、

障がい者雇用については雇用すると障がい

者の比率が高くなるので、難しいなあとい

う話も出ていました。 

そうは言っても、２０人から５０人の規

模のところもありますので、そういったと

ころへの働きかけをどうするかとの課題も

あります。今日の資料で後ほど出てくるか

もしれませんが、健康経営の部分でも、足

立区、衛生部が中小企業について、健康経

営に意欲がある企業を、手挙げ方式で募集

していて、今年は２か所から来年１０か所

と増やしていく、このようにピンポイント

で一緒に考えていきながら、足立区の中で

取り組んで共有していけると、面白い事例

になるのかなと思っています。 

〇橋本部会長 足立区の情報はあります

か。 

〇事務局 東京労働局に今年はまだ、開示

請求はしてないのですけれども、雇用率の

関係資料を開示請求しますと、東京都全部

の詳細は見られますので、区で取り出して

検証する作業をこれまでしたことがないの

で、そうした作業をしていくことも一つと

思います。 

〇橋本部会長 未達成企業は区内、管轄内

でもありまして、雇用指導官が回り切れな

くて、東京都がこちらの法人に委託する形

で、訪問しアウトリーチで行ってくること

があるのですけれども、特に情報通信業な

ど、管理の仕事は少ない人数で決まってい

て、職人仕事や技術仕事を、例えば、タク

シードライバーですとかできる方であれば

障がいがあっても大丈夫ですけれども、そ

れ以外の雇用が先に進まない。 

情報通信業でも、ＣＡＤ ができる人です

とか、技術がある人であれば、推薦くださ

い、との話になる。その業種のことを知ら

ないとだめなので、いろんな事例を伝え

て、同じ業種見学にお連れして、同じこと

をやってみようということで雇用率達成で

きたという企業もあります。そういう事例

がないと話が進まない。どこ回ってもギリ

ギリでやっているという話は出てきます。 

〇杉岡委員 どこも委託をしていますもの

ね。障がい者雇用のために委託せずに、と

の発想にはならないですね。 

〇橋本部会長 ５０人から１００人規模で

すと１．６％。今の時点で４５．５人以上

には、雇用義務はあるのですが、納付金の

対象にはなっていないから雇わなくてよい

だとか、一番誤解されているのは、納付金
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を払えば済むという誤解もあります。その

誤解を解く作業から入っていく必要があり

ます。 

 また、定着率について調べてみました

が、障害者職業総合センターの研究なので

すけれども、障がいのある方の半年後の定

着率は高い、７０％以上なのですけれど、1

年ですと一気に下がって５８．４％、３障

がい合わせると、半分近くの方が離職され

ているという実態があって、一般的には障

がいのある方を含めた常用労働者数のデー

ターでみると、１年離職率が１３％が１

７％と言われていて、質の部分も指摘され

ています。 

職場定着率ですとか、ジョブマッチング

ですとか、学校さんの方では定着率の部分

はいかがでしょうか。 

〇朝倉委員 数字には私自身こだわってい

ない。これだけ選択肢があって、他のとこ

ろにということもあってよいですし。今

日、オリエンーテーションに行った農園

は、定着率９３％。今日、実習スタートし

たのが、特別支援学校と中途の方とがいら

っしゃいましたが、まあ、なかなか仕事に

は難しいだろうな、という方もいらして、

その方も入って、これで９３％だとすると

なかなかの実績だと感じます。できた時に

は大丈夫かなという仕組みでしたけれど

も、改めて、雇用のおおもとの企業の活動

についてはわからないし引っ掛かるのです

けれども、働く方そのものの視点で見れ

ば、例えば Ｂ型にいくと、工賃がいっても

２万だとか３万円、それに比べると、そこ

は１０万円と。そこは大きいと思います、

実際の生活上。 

その支援は手厚いです。説明を見ても。

ただ、企業に入るという意識よりも、その

コーディネートするところ、農園に入る、

という意識しか持てないなとは感じまし

た。ただ実習の仕組みは手厚いですし、こ

ういうところも見るのだなあと、それで９

３％の定着率であれが、この仕事が合う方

で、送迎もありましたし、その心配もない

ですし、親御さんもこれにかけてみようか

なという思いはわからない訳ではないで

す。今後、雇用率が伸びていっていない企

業、どのように雇用していいかわからない

産業ですとか、企業としては、やってみよ

うかなって、企業は丸投げできますし。 

他のところでもやはり９割の定着の雇用

ビジネス、農園できていて、職場で話をし

た時に、もしかしてこういう議論は、特例

子会社ができた時にもあったのかな。最

初、特例子会社は逃げ道的な、不思議なと

ころからスタートしたのですけれども、障

がい者は障がい者で一般の方から切り離さ

れて、何このやり方、たぶんスタートした

時には奇異な目で、これは障がい者雇用で

はないだろうという声もあったのだろう

な、と思います。ただ、今、特例を見る目

は、我々そうではないです。あの時、特例

をそう思っていたように、今、雇用ビジネ

スを見ていた時に、Ｂ型しか難しい方が９

割以上の定着率との実績を見ていくと、世

間の認識も１０年、２０年先には変わって

いくのだろうなと、今日そんな話が出てい

ました。 

〇橋本部会長 ありがとうございます。定

着率に関していかがですか。 

〇岡本委員 特例子会社ができた時どうだ

ったかな、と思い出していたところなので

すけれども。第３セクター方式、行政と民

間とで作って障がい者雇用を作ってという

のがありまして、でもあまりそれは展開し

なくて、民間企業ベースで雇用率算入なん

かが入って、特例子会社の仕組みができ
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て、その後がワーッと広がったと言う形。

横浜ですとか、川崎ですとか、先駆的な自

治体でも、特例子会社ベースで就労支援で

すとか、Ａ型ですとか発展しています。 

〇朝倉委員 最初は民間だけでなく、地方

公共団体が入った３セク方式が中心だった

のですか。 

〇岡本委員 第３セクター方式で行政がお

金を出す方式がありました。都内にも何か

所かできて、当時、足立でも３セク方式で

どうか、という話があったことを思い出し

ます。行政もテコ入れしながら、福祉工場

的な考え方もあって、企業サイドで見れば

特例子会社。隔離的で結局本体に入れない

で、障がい者の雇用が増えてどんどん進ん

でいった。 

〇朝倉委員 農園も行政が絡んでいます。

愛知県で遊んでいる土地を提供して、市長

が絡んで進めている。行政も空いている土

地を安く、どんどん誘致して、これだけ空

いている土地があって、雇用の需要がある

とそれだけ進んでいくのではないか。 

〇江連委員 隔離となるとよくないと感じ

ますが、その作ったものが地域につながる

ですとか、次の段階ができていくと、共生

社会の一員として、障がい者が地域の役割

を担っていけると、落とし込んで行けると

作業だけでない展開ができると感じます。 

〇杉岡委員 会社とすれば支援があるのは

よいですよね。会社の事業に農業等を広げ

ていく。ただ、ＩＴ関係の職場に就きたい

方にとっては、ＩＴの現場少なくなってし

まうけれども、聴覚障がいの方はＩＴ関係

働いていますが、大手と同じように中小の

ＩＴにトライしてもなかなかうまくいかな

いです。 

〇橋本部会長 第３セクターの議論に近い

のかもしれないのですけれども、東京都の

出した条例のソーシャルファームという考

え方も、それに近い考えもあると思いま

す。具体的な内容までではなくて、そうい

う話し合いができる場が作られてきたとい

う段階ですね。 

条例化される動きがあって、今の話の流

れから近くなってくると思うのですけれど

も、ソーシャルファームを創出する流れに

なっている。社会的企業、海外でソーシャ

ルファームという言葉があって、私も詳し

くないのですが、もし詳しく知っている方

がいたらコメントいただければと思いま

す。Ａ型に近いけれどもＡ型でないとい

う。 

〇事務局 ソーシャルファームの定義とし

ては、国の給付費、補助金が比較的少な

い、民間企業の拠出も増やした中でのソー

シャルファームの展開という文脈で、ソー

シャルファームが説明されています。イタ

リアの協同組合や労働共同組合さんですと

かが、例示されています。別の文脈で読み

取ると、都民の就労を応援する条例等で

は、障がいの方だけではなく、障がいの認

定に関わらず、就労を応援していこうとい

う発想のもの、そういう観点では、「障が

い者だけ」で囲っているのは、むしろ福祉

の方が最たるところという見方もできま

す。福祉や企業等双方が垣根をとった展開

を構想するのが、ソーシャルファーム、そ

して、この辺の近いアイディアとして出て

いるのはユニバーサル就労という考え方も

あります。 

〇橋本部会長 中間就労ということです

ね。こういった流れが出ている中で、これ

を踏まえて、第３回の検討内容としては、

はたらく部会の意見表明の整理でして、今

まで、確認したことも含めて、本部会で意

見を整理してあげていくかということ。 
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また、去年から具体的に上がってきた例

としては、好事例の継続的な集積と表彰制

度の仕組みの検討、がありますが、参考資

料がいくつかありまして、例えば、冊子に

て配布されている、産業労働局のエクセレ

ントカンパニー賞、３年前から始まりまし

た。これを見ると、第 1回目はほとんどが

大企業でした。今回は中小企業も比較的入

っていたりするので、表彰の対象も変わっ

てきているのかなとの印象があります。事

例が掲載されており、ここ７、８年は東京

都も中小企業に対する取り組みに力を入れ

ていて、応援連携やモデル事業ですとか、

好事例を発信するという流れが出てきてい

るので、表彰するとか認定するということ

も、企業が求める、企業の望むインセンテ

ィブでもあるようです。みなさんが接する

企業から、こういった制度があればという

意見ですとか、企業側の視点でのそうした

情報をお持ちでしたら教えていただければ

と思うのですけれども。 

〇橋本部会長 冊子のいちばん最後の１４

ページに様々な表彰制度が書いてあります

ね。制度の種類や内容が書いてあります

ね。卒業生でも表彰を受けた方はいます

か。 

〇朝倉委員 個人では記憶にないです。 

〇杉岡委員 卒業する前の表彰はあります

けど。あまり聞かないですね。 

〇江連委員 先日、ＮＳビルで表彰式があ

りまして、優秀勤労表彰で、障がいを克服

し働いているという方、比較的若い人もい

ました。たぶん高卒位なのかなと思われ

る、２０代の方もいましたので、どういう

ふうに推薦されてくるかわからないですけ

れども。 

〇事務局 「障がいを克服し」ですとか、

東京都の要綱の文章、どういう方を表彰の

対象にするかも気になるところですが。 

〇岡本委員 優良事業所表彰は長く取り組

まれているのではないでしょうか。 

〇橋本委員 かなり長くある制度ですよ

ね。 

〇事務局 それでは、全重協の資料のご紹

介をさせていただきます。全重協さんの方

でも、平成２９年から、厚労省の委託を受

けて、障がい者が活躍している企業を障が

い者活躍企業と認証します、という制度が

あります。認証要件を見ますと、こちらは

比較的多数雇用している事業所に対する認

証制度で、認証された企業のラインナップ

を見ますと、特例子会社さんが多いです。

ちなみに、全重協の会員事業所について東

京都内で調べましたところ、足立区の方が

多く働いているような、近隣ではアルプス

商事さん、大滝さんですとか、本社は北区

でありますけれども戸部商事さん、足立の

障がい者雇用では、お馴染みの事業所が入

っています。全重協さんか、こうした認証

他、こういった多数雇用事業所も発注促

進、優先調達の対象になりますので、そう

した企業としてのＰＲの取り組みもされて

いて、福祉施設であれば優先調達の対象と

して把握しやすいのですが、企業の場合は

多数事業所さんがどこにあって、どこが発

注促進の対象なのか、区でも東京都でも取

りまとまった資料は、全重協さんの資料し

かない状況です。 

〇橋本部会長 ありがとうございます。流

れ的には括弧２からの部分で、好事例って

いう定義ですね。その方らしい働き方の実

現という目的で、はたらく部会を開催して

きましたが、それを捉えるときに、何をも

って好事例とするか、数なのか質なのか、

質と言うならば、どこをみて質として評価

するのかですが。過去に足立区も表彰制度
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があったようで、そのときの評価の尺度は

どうだったのか、何を主として評価してい

たのか、そのあたりを意見交換したいと思

います。先ほどから出ていた、良い企業と

か良い支援とかも含めてですね、どういう

尺度なのかを、話していきたいと思いま

す。 

〇岡本委員 足立区の表彰制度を担当した

ことがありますけれども、ハローワークに

推薦をお願いに行って、それから表彰先を

決めていた。 

〇橋本部会長 ハローワークの推薦でほぼ

決まっていたのでしょうか。 

〇岡本委員 平成１０年、ほぼ２０年ぐら

い前の話。段々、区内で表彰する企業はな

いねと、当時はなってしまった、一巡して

出尽くしてしまった。事業を障がい福祉課

から東西センターに事務移管して、それか

らすぐになくなってしまった。平成１３、

１４年度の頃ではないでしょうか。 

〇事務局 表彰制度について調べていて、

ある会社のホームページを見たら、表彰歴

のところに、数年前にある区から表彰され

た記事も掲載されていて、区の表彰制度が

区にある会社を表彰する制度もれば、区の

支援センター等から就労して、他区の企業

を表彰している場合もありましたので、ど

ういう風に推薦されているのか。 

〇橋本部会長 エクセレントカンパニーは

障害者就業・生活支援センターが推薦して

いる形で、かなり細かい、支援機関との関

係とか、どういうプロセスで採用したかと

か、創意工夫はどういった点が他の事業所

と相対的にどう違うのかも推薦文にあげる

形になっていて、評価の基準としては支援

機関の推薦というのがかなりウエイトが高

いです、と都の担当者も言っていました。

エクセレントカンパニーは、そんな感じで

す。 

〇岡本委員 どういう基準にしても、仮に

リストップしたとして、そんなに企業はあ

るものでしょうか。 

〇橋本部会長 数で言うとどうなんでしょ

うか、継続的にというと限界があるとは思

います。 

〇岡本委員 継続的にとなると、だんだん

怪しいところにも、やらなくてはいけなく

なってしまう。 

〇江連委員 表彰したところが、後から劣

悪な環境で訴えられたりなんかしたら、推

薦も何のための推薦なんだろうとなってし

まいますし、内容をしっかり伴っていく必

要はありますね。責任を持って推薦しなく

てはいけませんね。人を対象とすると、あ

る程度、数はあるのかなと思いますが。 

〇橋本部会長 確かに。学校さんだと、実

習先として受け入れてくれているところと

かが、表彰したいポイントになりません

か。 

〇杉岡委員 学校でも、企業さんに理解企

業等に推薦する仕組みがないのですけれど

も。同じ企業を、ということになってしま

って、出尽くしたという感じになることが

ありますね。 

〇朝倉委員 私からも推薦出していないで

す。何年か前に一回出して、それ以降、特

に出していないです。 

〇事務局 事務局からは、区の「健康経

営」の取り組みのホームページを資料とし

て出させていただきました。協創時代の取

り組みとしては、区が集約して、区がわか

っていることについて、どうこうというだ

けでなく、「良い取り組みをやっていま

す」、「今は課題があるけれど、頑張って

取り組むので一緒にやっていきたい」とい

う企業さんの発信を待ったり、「頑張って
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いますよ」という企業の当事者自らの発信

を促す方法を、モデル的にも、発表する場

を求めている方のバックアップができると

よいかと思います。シェア文化として、区

の側が評価するだけではなく、「いいでし

ょう」、「こういうのどう、賛同してもら

えますか」という発信に、周りの人が「い

いね」をつけていく、という仕組も考えて

いけるヒントになると思います。 

〇橋本部会長 今、企業を回ってまして、

障がい者雇用に熱心な会社の社長さんは、

これから障がい者雇用をしようとする企業

さんに話をするときに、こういう表彰を受

けて来ましたと必ず話をしますし、ホーム

ページに積極的に載せたり、そうしたとこ

ろから、表彰等がインセンティブになると

いう仮説が立ちますけれども。これが増え

ていくのかというところと、何を評価尺度

にするのかが課題で議論していく余地があ

りますね。 

好事例の継続的な集積、今の話では、区

内だけだとそのうちなくなっていくという

話がありましたね、継続的なという部分は

どうでしょう。足立区では新しく雇用をし

ている企業が、増えていくかどうかは、な

かなか難しいですね。 

〇江連委員 企業数は、足立区の去年の実

態調査の中ではピークを超えたかな、とい

うことがあるようです。中心区は企業数伸

びているけれども、周辺区は企業数も安定

的になっている中で、創業にあたって、障

がい者雇用をしてくれる企業が、伸びてく

れるといいのですけれども。 

〇朝倉委員 どの企業を表彰するかは、難

しいと感じています。この生徒には、この

就労先がいい、この生徒にはここがいいよ

ね、とやっていくと、それはいろいろ違う

尺度なのですよね。ではそれを一斉にはめ

て、どれか１企業を選んで推薦しようって

言っても、難しいよ、となってしまう。こ

の企業はこういう生徒にとってはいいとい

う、学校内には企業のリストがあって、こ

ういう自閉傾向のタイプの生徒にはここが

いい、とかこういうタイプの生徒はここが

いい、とそういうリストの把握になってい

る。基準がなかなか難しい。良い企業の基

準もそれぞれで、難しい生徒を何とか雇用

してくれたりだったり、そこそこの生徒を

すごく伸ばしてくれたりだったり、それぞ

れなのです。そこから推薦となると困るな

と思います。 

〇杉岡委員 会社だと数は増えなくても、

働く人であると数が増えていくわけで、関

わっている人を中心に表彰するという形だ

ったら、頑張って働いている人を表彰する

仕組みが出来れば、働いている人のモチベ

ーションにもなっていくし、会社の励みに

もなるのでは。会社よりも人を対象にした

方が形としてはよいと思います。 

〇岡本委員 足立区では働いている人に対

する表彰はあったかと。 

〇事務局 勤続何年という表彰を壇上でし

ていたように思います。独立行政法人の表

彰と合わせてやっていたのか。 

〇岡本委員 障がい者自身を対象にしてい

れば、切れ目なくできますね。 

〇山口委員 大田区はそのようなかたち、

激励会という形で、８月の第３週に、５０

０人規模で、毎年参加者が増えているよう

で、障がいを持ってる方が３６０名、あと

は企業の方や支援者で、会社を表彰してい

るのではなくて、勤続５年、１０年、２０

年の人、それぞれ壇上に上がって、スポッ

トライトが当たって、金屏風の前で拍手し

て。５００人なので５０テーブルで、利用

者さん７名、人事の人など会社の人 1名、
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支援者 1名前後で、約２時間半から３時

間、勤続については、何年の人、誰々さん

とリストになっていて、大田区の就労支援

センターも出ていて、詳細は詳しくないで

すけれども、大田区はすごいなと、びっく

りしたところです。 

〇事務局 大田区さんは、就労促進協議会

等、支援機関も学校も入って取り組んでい

ますよね。 

〇朝倉委員 葛飾もやっていますね。勤続

表彰を行って、働いている方も、その企業

も来てくれて、５００人まではいないけれ

ども、そこそこの規模で。葛飾の就労支援

センターが行っていて、企業というより

は、個人の方にスポットライトが当たっ

て、その方が挨拶しているときに、企業の

方も来ていたら、一言いただいて、という

こんな感じでした。とてもいいなと思いま

した。 

〇山口委員 企業側でもアピールになって

よいですし、我々としても、そういう会社

であると、あそこの会社にご連絡しようか

な、となりますし、その場で名刺も交換で

きますし、利用者さんの声も聞けますの

で、興味深いです。 

〇橋本委員 ありがとうございます。 

〇事務局 足立区の働く仲間の会でも、参

加者交えた企画会議にて議論になるのです

が、「勤続だと、転職しながらでも長く働

いている人は、それでも頑張っているので

はないか」との話になり、勤労感謝に合わ

せて、表彰をしようという企画が出たとき

も、「全員に互いに表彰」となったことも

ありました。 

〇山口委員 大田区も１年表彰からありま

すね。ただ、長ければ長い人ほど前に行く

という形にはなっている。数年までは、テ

ーブルに座っている支援員さんからの表彰

で、１０年位から前に出られるという形。

利用者さんにとってみれば、その場にいる

というのが楽しい。特別支援学校の同窓会

のようになっている側面もあり、近況報告

しあって、表彰そのものが楽しみの人と、

飲食等そのものを楽しみにしていつ人もい

る。転職組で楽しくやっている、そういっ

た話を支援者や人事の方が聞くのも楽し

い。 

〇橋本部会長 見に行ってみたいですね。 

〇山口委員 毎年８月にやっています。グ

ループホームの担当している方も、８月の

会を楽しみに 1年頑張っている方もいま

す。 

〇橋本部会長 モチベーションになってい

るのですね。 

〇朝倉委員 企業の方たちにとっても刺激

になりますね。自分たちのやっていること

がどういうことなのか。他の人たちがどう

いうことをやっているのかって、いろんな

つながりがないとわからないですし。お互

い企業同士が共有するのもいいことですよ

ね。 

〇山口委員 企業さんもびっくりされてい

ます。これだけの障がいのある方が、一般

企業でたくさん働いてるんだということ

で。サービス業から飲食業、教育系だとか

で意見交換の場にもなっています。 

〇事務局 大田区は定着支援が独特の仕組

みを作っていて、基本的にはＢ型等、出身

施設がずっとフォローアップをしていく、

支援センターに支援が移っていかない、と

いう仕組みを作っているので、各Ｂ型の事

業所も、そうしたイベントの場に参画して

いるのですよね。 

〇橋本部会長 具体的に話が進みまして、

企業表彰だけではなく、勤労者表彰を含め

て検討する。企業表彰も該当があれば表彰



p. 14 

 

するというイメージですよね。 

〇江連所長 そうやっていくと、どういう

企業がどういうことをやっているのか分か

ってくるでしょうし、その先に、企業表彰

先もわかってくる。 

〇橋本部会長 表彰先に困ってしまうのは

本末転倒ですよね。 

〇岡本委員 ある会社だと、「またもらっ

た」、１０年、２０年、という方も出てき

ますよね。 

〇橋本部会長 勤労年数ですとか、働く人

の表彰でしたらいっぱい、いますよね。 

〇山口委員 大田区さんも名前も確かに、

激励会となっていて、就労者激励をする

会。 

〇橋本部会長 誰が出席してもよいのです

かね。 

〇山口委員 誰でも。６月ぐらいには、支

援センターに登録している人にハガキが届

きます。 

〇橋本部会長 理解とか共有という意味で

もいいですね。 

〇杉岡委員 登録していても、困りごとが

ない人は、登録しているだけになってしい

ます。課題なく働いている人は、支援セン

ターにもつながりがなくなってしまうの

で、登録が必要ないのではと教員なども思

いがちなのですが、こういうイベントがあ

れば、地域とつながることの意味を考える

ことのきっかけにもなるような気がしま

す。 

〇山口委員 距離が近いということをすご

く大田区には感じます。大田区に動いて２

年目なのですけれど、面積とか人口とかの

構造も足立区とは似ているのですが、繋が

りという部分、昭和の下町的な繋がり、企

業側と支援機関、利用者さんの距離が近

い、関係性がよい、小さい町工場も多いの

ですよね、そういったところも障がい理解

がある。就労者担当者会「就担会」も４０

年の歴史の中でやっている。授産のときか

らつながっている形というのは、２年、大

田にいてすごく感じたところです。近いと

いうことが大事かもしれないです。話しや

すい、毎週金曜日のたまり場もそうですけ

れども、登録していることのメリット、登

録しているとこういう場所があるんだよ、

と。余暇のサロンの一つともまた違う機能

としてあるような気がしまして。障がいと

か関係なく地域の中のつながりとしてある

ような気がします。 

〇杉岡委員 どこの媒体を使うか悩むので

すけれども、これだけＳＮＳが進展してい

る中で、うまく使えるとよいのかなと思い

ます。逆に、９００人一気に集まろうと思

ってなかなかできなくても、ＳＮＳで１０

００人のグループ作るのは、そんな大変で

はない。それであれば、区内でコーディネ

ートしてくれるような団体があればおもし

ろいでしょうけれども。そういう団体は足

立にありませんか。 

〇橋本部会長 あしすとさんではどうでし

ょうか。 

〇事務局 はがきでアナログな方法でしっ

かり案内してみようかとかになると、意外

に家族には障がいだとか、あしすとの利用

を話してないセンシティブな方もいて、具

体的なこちらからの働きかけは、本人から

の発信のない場面では、リスクも感じま

す。ですが、ＳＮＳで投げかけて、参加表

明するのは、本人からの話になるのでよい

と思います。ただ、ＳＮＳでの発信とか

が、区という単位のやり方でどれくらいで

きるかというと、今、難しいところもあり

ます。支援センターによっては、ダイレク

トメッセージアプリでの相談ですとか、民
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間だと始めているところもある中で、区で

は仕組が整っていない部分もあります。 

〇橋本部会長 通常の区としての業務とは

切り離して、協議会だとかネットワークで

取り組む方がよいですかね。 

〇事務局 参加者を募る場合は、親御さん

だったり、学校さんだったり、各機関だっ

たり、それぞれからご案内、呼びかけても

らってという形もあるかと思います。会場

規模も、庁舎ホールですとか天空劇場です

とかね。 

〇橋本部会長 一同にとなると、会場も限

られますよね。シアター１０１０ですと

か。 

〇江連委員 介護で勤続５年とか１０年と

かで表彰している実践がありますね。介護

サービス事業所連絡協議会に、何割かくら

い入っているかはわからないのですけれど

も、ある程度の加入率で、１年に１回シア

ター１０１０で表彰をやっていますね。家

族も連れて来られる、モチベーションを高

める、介護の従事者の意欲を高めるという

狙いで、きつい仕事ではあるので、その取

り組みも参考になると思います。 

〇事務局 協議会ですか。区は後援に入っ

ていますか。 

〇江連委員 区は、会場等も含め、まった

く関与してないようです。 

〇橋本部会長 費用は。 

〇江連委員 費用は、会費を各事業所から

集めているので、その会費の中で。介護ナ

ビ足立という冊子も、その協議会で把握し

て、やっているようです。 

〇橋本部会長 ありがとうございます。話

が具体的になってきて、残り３０分になり

ますので、はたらく部会の意見表明の整理

ですけれどもご意見がありますか。今の話

は、取り組みになりそうな具体的な内容と

思ったのですが。 

新しい企業ですと、ＳＮＳの発信が聴覚の

方だと多いですかね。 

〇杉岡委員 いろんなグループありますよ

ね。コミュニティを作っていますね 

〇橋本部会長 ＳＮＳでの情報発信や共有

を。 

〇杉岡委員 自分たちで作っていますね。

行政が作るではなくて、自分達で作る。グ

ループがあることで問題になることが、学

生の内によくあるので、生徒の生活指導上

の様々な課題にもなるし、ことばの理解の

違い、ことばの課題もあるので、情報共有

の力としては、ＳＮＳは強いですね。 

〇事務局 今日は委員がいらしていません

が、足立区手をつなぐ親の会の中でも、当

事者部会の話が出ていると聞きますが。都

の方でも本人部会されていますが。 

〇江連委員 はたらく部会を作りたいとの

話も出ていますね。 

〇事務局 はたらく部会ですと、一般企業

で働いている方、Ａ型、Ｂ型などで働いて

いる中での本人部会をとのこと。 

〇江連委員 話されていましたね。 

〇事務局 働くという中での当事者の集ま

りや発信をどうしていくかの課題もありま

すね。 

〇橋本部会長 他にご意見ないですか。よ

ろしいですね。そしたら今後の方向性のと

ころに行ってもよろしいでしょうか。第４

回は１１月２２日を予定しておりまして、

その際では、第３回のふりかえり、内容と

しては余暇支援の好事例や、サロン等の情

報の共有をもとに、地域の特性に合わせた

具体的な提案につなげていくということ

で、次回までに、マッピングですとか、可

視化したものを作成して、進めていければ

と思います。 
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かなり、前回の余暇の話だけでも、情報

とすれば羅列されていましたので、それを

どういう風にマッピングしていくかの話を

できればと思います。余暇の必要性は共通

の認識でしたので、ここ最近で追記できる

情報があれば、時間が少しありますので。 

最近、支援に入った形の例で言うと、プラ

モデルを作るのが趣味なのですが、唯一人

では作れないようでして、大量のガンプラ

がたくさん積まれている。一緒にやる人が

いないと作れないので、それで作れなくて

リズムを崩していのですけれども、一緒に

作るコミュニティを探しているのですけれ

ど、なかなか見つからないんですよね。プ

ラモデルを一緒に作れる場所。 

〇山口委員 好きな方多いですよね。グル

ープホームでは足の踏み場もないのです。

その方は一人で全部作っているのですが。 

〇橋本部会長 一緒に作れる人探している

のですが、見つからない。好きな人は多い

のでしょうけれども、点が線にならない状

態です。 

〇事務局 ボランティアセンターで、「こ

ういうボランティア募集」という、貼り出

しで 

やりたい人見つからないですかね。掲示

板の貼り出しを見ると、かなり細かいピン

ポイントの情報で、パソコンでこういう部

分をしてほしいとか、かなり細かい情報で

も掲示されて個人の募集はされてますよ

ね。 

〇橋本部会長 趣味の部分でも。 

〇事務局 ボランティアですから、何で

も。逆に趣味で、自分はこういうことを教

えたい、カルチャーまでいかないけども、

自分はこういうことなら話せます、とボラ

ンティアニーズも幅広いので。 

〇橋本部会長 サークル活動の募集でもよ

いのですかね。その方は、手伝ってほしい

というよりも、プラモデルをしながら話を

したいという。自分でサークルつくるまで

のパワーはなさそう。 

〇事務局 サロン的なものだと、社協さん

のサロン活動のサポートだとか、ＮＰＯだ

と、立ち上げ支援、部屋の貸し出しなど、

相談に乗ってもらえるところはあります

が、一緒に立ち上げのキーパーソンになっ

てくれる人が必要ですよね。 

〇橋本部会長 キーパーソンになってくれ

る仲間ですね。そういう微調整が、就職し

てそこの部分がないとうまくいかない。 

〇山口委員 ボランティアさんの活用が一

番なのかなと。私が思い出した事例がある

のですけれど、健康麻雀が最近流行ってい

るって話を聞きまして、高齢の方が多いの

ですが、私たちの知り合いのボランティア

さんが、知的障がいの方を連れて来られた

のですけれど、３人がいわゆるボランティ

アさん、１人が当事者で、麻雀をやって楽

しかったみたいです。当事者の方が結構上

手ということで、今まで大会に出たことが

ある話から、世話人さんが、私の知り合い

みんな７０代なのだけど、月に 1回麻雀ボ

ランティアできるよという話になったので

す。その方も、あまり障がい者同士では群

れたくない、一般の方と触れ合いたい、と

いう希望がある女性の方だったので、マッ

チングした事例だったのです。 

〇橋本部会長 障がいとかでなくって、

元々コミュニティがあれば、そこに参加し

たいということですね。共通の趣味という

ことですね。前回、あれだけ情報は出まし

たので、今回、まずワークをして、可視化

して、さらに今のようにこんな事例があり

ますとか、こんな希望があるけれど、今は

社会資源としてない、などの情報を、次回
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出していただければと思います。そういう

困っていることも、次回出していただけれ

ばなと思っています。よろしいでしょう

か。 

〇事務局 あしすと等に集まる情報につい

て、リスト化、マッピングに向けて作業し

ていますが、いろんなところでいろんなこ

とをやっていると感じます。例えば、「ベ

ルモント公園でゴミ拾いをするイベン

ト」、障がいがあってもなくても、５人組

ができたら参加できるようなものもありま

す。そうした個別の情報に加えて、情報を

集約したり、調整する担い手となりそうな

機関、場所、についても、リスト化したい

と思っていますが、生涯学習センター、地

域学習センター、高齢の分野であれば包

括、障がいの分野だとあしすと。何か他に

考えられるところありますか。総合ボラン

テイァセンター、社協他、この辺の資料が

欲しいとかありますか。 

また、杉岡先生がおっしゃっていたよう

に、ＳＮＳやどんなサイトがあるかについ

ても、情報を集めているので、次回まで

に、そんな情報の集約先があるというもの

があれば、資料に入れますのでお寄せくだ

さい。 

〇橋本部会長 いろいろな活動を含めてた

くさんある、また、コーディネートする機

能もあるけれども、ＳＮＳも含めて、集約

できるプラットフォームの仕組みの部分が

必要ということですよね。 

〇杉岡委員 作る人はあっという間に作っ

てしまうではないですか。消費税のポイン

ト還元のものも、公的に最終的に出された

ものがＰＤＦの多量なものでも、誰かがそ

のアプリをすぐ作ってできてしまう。そう

いう力を持った人と繋がりさえすれば面白

いと思う。情報通信産業は、障がい者雇用

について、あまりできていないと言って

も、そういったところで力を発揮する可能

性を感じています。具体的にどこと繋がれ

ば、と言えないのは申し訳ないのですけれ

ども。 

〇橋本部会長 つながり先があればですか

ね。 

〇事務局 大学とか学生にもそうした技術

はあるかと思いますが。 

〇杉岡委員 大学とかは、面白いかと思い

ます。大学卒業して社会に出る人達は、障

がいのある方と共に働くこともあるので、

学生のうちに障がいのある方と関わると

か、障がいの人たちの就労について触れる

機会があるのは、すごく役に立つと思うの

です。大学と繋がると、つながりになる

し、関わった学生が直接ではなくとも、卒

業後に支援にできる人になっていく可能性

を感じます。 

〇橋本部会長 足立区でも大学連携をやっ

ていますよね。 

〇事務局 特に、大学教職員の方にこうし

た事業への関心を高めていくためには、障

がいのことに触れた学生さんが将来強みに

なりますよ、ということをプレゼンしてい

くことが必要かと思います。 

〇橋本部会長 そういった取り組みからで

すね。大学でも障がい者雇用に困っている

場合もありますよね。 

〇朝倉委員 昨日、大学に行きました。 

〇橋本部会長 どんな仕事ですか。 

〇朝倉委員 清掃ですけれども、大学全体

で障がい者雇用を推進するようなところは

ないですよね。学部毎でばらばらで難しい

ようです。 

〇事務局 立ち上げのときは、障がい関係

の社会福祉法人が働きかけた経過があるよ

うですね。 
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〇橋本部会長 障がい者雇用についても、

地域の中での大学との連携大切ですね。あ

りがとうございます。 

〇事務局 障がい福祉センターの事例とし

ても、大学からの就労の相談から、大学で

の雇用の話に結びついたことがありまし

た。 

〇橋本委員 本会議に向けた意見表明への

整理、意見交換を、次回しようと思ってい

ますので、次回までに、さらに深めたい内

容ですとかご意見があればよろしくお願い

します。 

―意見なし― 


